


基本方針・基本設計コンセプト

• 災害に強く、住民の安全・安心を確保
するための庁舎

• 災害発生時に迅速な対応が可能となる
庁舎

「守る力、さらに強く」地域と歩む、消防の新拠点。 ～災害に負けない強靭な建築で、地域の未来を支えます。～

コンセプト１
守る・防ぐ

• 地域のシンボルとして魅力的な庁舎
• 多様なつながりや賑わいを生み出す、
開かれた庁舎

コンセプト２
集まる・繋がる

• 業務の効率化、変化に対して柔軟に対
応できる庁舎

• 働きやすく、パフォーマンスを発揮で
きる庁舎

コンセプト３
活きる・輝く

• 様々な手法を取り入れ、環境負荷を低
減できる庁舎

• 緑豊かな中野市の景観形成や周辺環境
に配慮した庁舎

コンセプト４
未来・継続

□新庁舎４つの基本コンセプト （岳南広域消防本部及び中野消防署庁舎建設概算設計書より抜粋）
南西からの全景

住民を守るための災害拠点 人が集まる、繋がるコミュニティ 執務空間が確保され働きやすい職場 環境や景観への配慮



計画概要 敷地状況・敷地概要

３６４１３６４１１４６３ １４６３ １４６３ １４６３３６４１

356356653 653 653 653356

計画敷地

北信濃ふるさとの
森文化公園

光林寺

田麦公会堂
田麦浄水場
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新井公民館
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国道２
９２号

国
道
２
９
２
号

中
野
飯
山
線

山ノ内消防署

志賀高原分遣所

山ノ内町

中野市
豊田分遣所 計画地

市街地

岳南広域消防本部
中野消防署

上信越
自動車道

• 構造体：Ⅰ類
• 建築非構造部材：A 類
• 建築設備：甲類

• 中野消防署（中野市）
• 豊田分遣所
• 山ノ内消防署（山ノ内町）
• 志賀高原分遣所

Ｎ

Ｎ

※各階面積、延べ床面積は庇とピロティ部分の面積を除きます。
※現段階での予定であり、今後の詳細設計を進める中で変更になる場合があります。



配置計画・動線計画

ピロティ

上部屋根庁舎２階
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• 庁舎を敷地北西に配置。庁舎を中心に南西側を出動エリ
ア、東側を屋外訓練エリア、南側を訓練塔エリアとします。

• 庁舎１階をピロティとし、緊急車両や人々が行き来しや
すく、敷地全体を有効活用した庁舎とします。

• 敷地は西側を 292 号（国道）、北側の若宮田麦線（市道）
に面しており、２方向からのスムーズな出動が可能です。

• 緊急車両の乗り入れは、出動の迅速性を考慮した広さと
します。

• 敷地東側を屋外訓練スペースとして計画。82ｍ×33ｍの
ポンプ操法エリアを確保、ポンプ操法大会に活用します。

• スペース内にヘリポートを計画。災害ヘリコプター及び
ドクターヘリコプターの離着陸場とします。

• 災害防災拠点としての安全性および継続性を確保する計
画とします。

本体庁舎車庫の屋上と訓練塔を接続
することで一体的な訓練に利用

多雪地域である地域特性を考慮
し、出動の妨げにならないよう
ロードヒーティングの設置を検討

来庁者出入口付近に
来庁者用駐車場を計画

• L 型の庁舎とし、車庫前に大きな出動エリアを設けます。
• 緊急車両（第一出動）を庁舎併設の車庫にまとめ、スムー
ズな出動が可能な計画とします。

• 来庁者エリアと出動エリアを分け、緊急出動時のしやす
い庁舎を計画します。

□敷地全体を活かした配置計画

□明確なゾーニング計画

□屋外活動スペースの充実

□造成計画
災害時に防災ヘリ及び、ドクターヘリ
が離着陸できるヘリポートを計画

屋外訓練エリアの中に、
ポンプ操法エリア 82m×33mを計画

大型車両が走行する。出動エリアや訓練塔
周辺は、コンクリート舗装として計画

敷地への乗り入れは、迅速な出動ができる計画

建物を北西側に
集約、南・東側
に大きな屋外訓
練エリアを確保

配置概略図

90°旋回が容易

２方向からの出動

庁舎と隣接して
利用しやすい訓練塔

出動
エリア出動

出動

Ｎ

来庁者出入口
凡例

職員出入口

職員・公用車両
来庁者車両

緊急車両
緊急車両出入口

Ｎ



平面計画ー庁舎 1階・訓練塔１階 平面計画ー庁舎 2階・訓練塔 3階
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Ｗ仮眠室
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訓練ステージ

スペース３

ブリッジ

仮眠室はすべて北側にまとめ
て配置。自然採光を得る計画

中野消防署、待機室、調理室を一体的に配置

建物中心に水廻りを配置し、執務エリア、
仮眠エリアの両方から利用

食堂にも活用できる
待機室を計画来庁者アプローチに近接した消防団会議

女性用仮眠室を西側にまとめて配置
プライバシーに配慮

□フレキシブルで活用しやすい中野消防署
• 日常的な出動の多い消防署機能を、２階に集約配置
します。

• 執務空間は南側に計画し、明るく業務のしやすい環
境とします。フレキシブルな活用が可能な計画とし、
空間を最大に活用できるように計画します。

• 来庁者階段と出動用階段を明確に分け、スムーズな
出動ができる計画とします。

• １階２階間の出動経路がとても長くなるため、待機
室の床レベルを 2FL-1.0ｍとし、出動動線の合理化を
図ります。

□出動動線の合理化

• 庁舎２階から、車庫屋上に出入り可能な計画としま
す。

• ポンプ操法大会の観覧場所や、訓練塔と接続し、一
体的な日常の訓練空間として活用ができます。

□車庫屋上の有効活用□執務空間と仮眠室の明確なゾーニング
• 南側に執務空間を計画。北側に仮眠室をまとめて計
画することで、明確なゾーニングを行います。

• 西側に女性用仮眠室をまとめて計画。仮眠室には前
室を設け、プライバシーを確保した計画とします。

訓練塔と庁舎上の訓練ステージ
をブリッジで接続

山岳救助訓練が可能な傾斜を計画

機械置場として活用

出動出動出動

来庁者

来庁者
階段

出動
階段

来庁者
階段

出動階段

来庁者
出動

来庁者駐車場に近い位置に
エントランスを計画

北側若宮田麦線への出動動線や雨天時
の訓練場などに活用可能なピロティ

出動準備室は出動用階段に
隣接してエリアを計画

第一出動車両をまとめて駐車
できる車庫を計画

□来庁者 -出動エリアの明確なゾーニング
• 来庁者動線と出動動線を明確に分離することで、安全
性と業務効率の両立を図ります。

• 来庁者エリアには EV、多目的トイレを設置、バリアフ
リーに対応した施設とします。

• 出動準備室は出動用階段に隣接して配置し、隊員が
迅速に車庫へ移動できる動線計画とします。

• 第一出動車両を集約して管理する車庫計画とするこ
とで、出動時の即応性を高めます。

□出動準備室

• 合理的な車庫計画により、車両配置・動線を整理し、
日常点検から出動までの一連の動きをスムーズに行
える構成とします。

□車庫・屋外空間の活用計画□屋外ピロティ東側下屋の活用
• 北側の若宮田麦線に面して出動動線を確保し、迅速な
出動が可能な配置とします。

• ピロティ空間は雨天時の訓練や待機スペースとしても
活用でき、日常訓練から災害時まで柔軟に対応可能な
計画とします。

庁舎に隣接して訓練塔を
計画し一体的に活用

車庫内に煙道訓練が可能
な訓練機能を計画

東側からの車両
の出入りも可能

東側の下屋は、
訓練スペースや
車両整備、資機
材の一時置き場
として活用

職員用通用口を確保

点検用バルコニーを設置し、小さな部屋の屋外機
の設置、窓掃除などのメンテナンスが行える計画

Ｎ

共用 車庫 執務 会議 食事

仮眠 水回り 指令 倉庫等 訓練



平面計画ー庁舎 3階・訓練塔 4階 平面計画ー R階・訓練塔 5階

ペントハウス

太陽光パネル

収納
ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ

災害対策

相談

倉庫講堂

サーバー倉庫

消防本部

通信指令
W.WC

EV

M.WC 収納

訓練
スペース４

相談

相談

倉庫

収納

倉庫給湯通信仮眠室

共用 車庫 執務 会議 食事

仮眠 水回り 指令 倉庫等 訓練

□ペントハウス
• ペントハウスを設けることで、建物の維持管理や改修、
空調・換気設備、無線・通信設備などの主要設備機器
の管理がしやすくなり、建物の長寿命化を図ります。

• 自然エネルギーの有効活用、電力負荷を低減する
ため、太陽光発電設備を検討します。

□太陽光発電

□アンテナ・パラボラアンテナ
• アンテナパラボラアンテナを屋上に設置します。出動
指令、現場活動、関係機関との連携等に不可欠な基幹
インフラを、平常時、大規模災害時においても安定し
た通信環境を維持することができる計画とします。

5 階 6階を鉄骨造として、
高所訓練ができるように計画

来庁者
階段

出動階段

来庁者

移動間仕切り壁で３分割とし、講習会等の外部利用
の他、災害時の詰め所、屋内訓練場等に利用

通信指令室と災害対策本部を隣接し、相互
の連携、指令室の見学、指令の機器の入れ
替えが行えるように計画

指令室と仮眠室を隣接させ、交代や仮眠が
スムーズに行えるよう計画

□消防本部
• 消防本部事務室は来庁者動線も意識した配置とし、総
務課、消防課を同室として計画します。

• 相談室を設け、秘匿性の高い打合せにも対応した計画
とします。

• 来庁者動線を考慮した配置とし、来庁者がわかりやす
く活用しやすい位置に計画します。

• 移動間仕切り壁を２か所設置し、使い方に応じて最大
３室に分けることができる計画とします。

□講堂

• 専門業者からの審査の依頼や相談が多い消防本部は、
受付での相談や、相談コーナー、相談室など相談形態
に応じた様々な対応が可能な計画とします。

□相談空間□通信指令室
• 東側にまとめて計画します。
• 災害対策室と隣接して計画することで、災害時など有
事の際に一体的な活用、連携しやすい計画とします。

• 通信指令室用の仮眠室と隣接し、交代や仮眠中でも業
務に戻りやすい計画とします。

• 将来的な機器の入替に対しても対応できる計画です。

総務課、消防課を同室として、
連携がとりやすく活用しやすい計画

軽歩行用の防水仕様とし、維持メンテナン
スがしやすいよう計画

降雪時、緊急車両の出動に影響を受けな
い、軒先形状を計画

出動

Ｎ



立面・内観イメージ

• 建物外周部にはメンテナンス用バルコニーを設け、日射遮蔽や外壁・窓のメ
ンテナンスに寄与する計画とします。

• 外装は施工効率が良く、メンテナンス性に優れた押し出し成型セメント板・
アルミパネルとします。

• 外壁の断熱性能を高め、空調負荷を低減する計画とします。
• 窓は自然換気が行える機能を組み込んだサッシとします。
• 室の用途に合わせて適正な開口部設計を行います。西側立面図南側立面図

訓練塔

車庫

車庫１
車庫２

庁舎

ピロティ

庁舎

□立面図 □外装計画

外観イメージ（南西側）

内観イメージ（執務室）外観イメージ（東側）外観イメージ（北西交差点側）



訓練塔・車庫計画

配置・周辺訓練設備

訓練塔・車庫計画

( 訓練用）立坑の設置

( 訓練用）資機材庫

( 訓練用）吹抜けにチェーンブロックを設置 訓練に活用できる車庫屋根

梯子をかけられるよう
4周保護パイプを回す

訓練用電柱の設置 訓練用アンカーの設置

大型車両による訓練を想定し
て訓練塔周りをコンクリート
舗装にて計画

訓練用消火栓を設置

（訓練用）障害突破用支柱

（訓練用）連結送水管

（訓練用）連結送水管

（訓練用）山岳救助訓練用傾斜
傾斜角度の違う２面を計画

庁舎側の訓練塔と
接続するブリッジ

（訓練用）降下位置

（訓練用）降下訓練用ロープ
の控え支柱

（訓練用）垂直梯子

車両４台を格納できる車庫

( 訓練用）水圧解錠シャッター
( 訓練用）煙道訓練
　　　　  上部は棚として利用

• 主訓練塔（RC+一部 S造　５階建て）
• 副訓練塔（庁舎と構造的に一体とする）
• 車庫１（S造　１階建て）

• 高所訓練
• 低所訓練
• 検索訓練
• 立て坑訓練
• 山岳救助訓練
• 放水訓練
• 火災対応訓練

• 連結送水管
• 脱着フェンス
• 支柱
• アンカー
• レンジャーネット装置（手動）
• 煙道
• 高塀

• 連結送水管
• 脱着フェンス
• 支柱

□構成

□訓練内容

□訓練用設備

１階平面図

２階平面図

３階平面図

４階平面図

５階平面図

Ｒ階平面図

Ｎ



訓練塔・車庫立断面計画

梯子をかけられるよう
4周保護パイプを回す

建物内に煙道訓練
設備を設置する

１～４階（屋上）
までは RCで計画

１・２階をつなぐ
吹抜けを設ける

屋外階段で１階～ 4階
（屋上）までつながる

鉄骨造階段で 5階 R階ま
でつながる

（訓練用）山岳救助訓練用傾斜
傾斜角度の違う２面を計画

（訓練用）降下位置庁舎側の訓練塔と
接続するブリッジ

5階 R階は鉄骨造で計画
幅広い訓練に対応する

車庫１の屋根にエキスパンドメタルを設置し、
屋根上での訓練ができるように計画

外観イメージ（北西側） 外観イメージ（東側）



□災害対策本部としての活用のしやすさ

□防災機能

１. 電力の確保

□誰もが安心安全に利用できる庁舎

□障がいのある方、車いす使用者への配慮

□通路・階段・出入り口

□消防署の特性に合った誰もが働きたくなる執務環境

□ABW（Activity Based Working）をベースとした執務環境

• 災害対策本部として迅速かつ円滑に機能するよう、
指揮・情報集約・連絡調整が行いやすい平面計画お
よび設備構成とする。

• 大型緊急車両がどこでも走れるように構内すべてを
耐重量舗装とし、庁舎周辺に十分なオープンスペー
スを確保、活動空地として敷地全体を無駄なく使い
切ります。

• 庁舎棟は構造体Ⅰ類（重要度係数 1.5 倍）とし、大
地震時も地域の拠点としての機能を維持する計画と
します。

• 電力供給が途絶した場合は、非常用発電機により電力を
供給します。７２時間の稼働を想定した燃料を備蓄し、
電源途絶時でも消防活動、指令機能を持続可能な施設計
画とします。

• 太陽光発電設備を設置し常時の電力消費量の削減を図る
とともに、非常時のバックアップ電源として使用します。

２. 給排水の確保

• 上水受水槽により水を３日分備蓄します。
• 下水道の途絶に備えて３日分の汚水貯留槽を設置します。
• 給水ポンプは停電時も使用できるよう、非常用発電機か
ら電源を供給します。

３. 空調機能の確保
• 災害時に継続使用する重要室は、非常用発電機から
の電源で機能を維持します。

• 個別空調方式を採用し、必要室に対して重点的に活
用できるように計画します。

４. 配置・建物計画による計画

• 利用者の年齢、障がいの有無、性別、国籍に関わらず安全に利用できるバリアフリーやユニバーサルデザインに配慮
した計画とします。

• 待合スペースは十分な広さを確保し、車いす使用者やベビーカー利用者にも配慮します。
• プライバシーにかかわる相談が安心して行えるよう、個室の相談室を充実させます。

• メインエントランスから総合案内までの経路には誘導ブロックを設置します。
• メインエントランスからアクセスのしやすい位置に思いやり駐車場を計画します。
• 車椅子使用者でも不便なく活用できるよう、廊下の幅やエレベーターの幅に配慮した計画とします。
• １階に多機能トイレを設置します。

• 敷地内通路は幅 1.5ｍ以上を確保します。
• 出動共用エリアの出動動線や出入り口幅は 900ｍｍ以上確保します。
• 出動に係る廊下幅は有効幅 1.5ｍ以上を確保します。

• 消防本部において、働き方の多様化・業務内容の高度化・人員構成の変化に対応した執務環境づくりが求められてい
ます。職員にとって「働きやすい職場」ではなく、職員が「ここで働きたい」と思える環境づくりを推進していきます。

• 消防組織は二つの役割で構成され、事務処理、打合せ、情報共有、災害対応に備えた調整・準備など、多様で性質の
異なる業務が行われています。

現場（実働）部門の機能を最優先に確保し、兼務体制や隊単位の働き
方に合わせて、空間を “人に合わせる” 柔軟な庁舎を実現。
業務内容に応じてフレキシブルに使い分けられる空間を整備します。

固定席ワークプレイスを採用し、指令業務や継続的な事務処理に適し
た、安定した執務環境を確保します。

• 「リラックス」「フォーカス」「プロダクティビティー」の３本柱を軸に、隊員が “働きたい” と思える質の高いワー
クプレイスを実現します。

• 「その時の業務内容に最も適した場所を自ら選んで働く」という考え方に基づき、ABWを採用します。訓練や出動な
どが多く、自席への在籍率の低い消防署においては固定席を持たず、業務内容に応じて席やスペースを使い分けるこ
とで空間の有効活用を図ります。

•  目的：生産性向上／コミュニケーション活性化／働き方の柔軟化
• 主なスペース例：集中席、打合せスペース、電話ブース、協働エリア　 など

防災計画 ユニバーサルデザイン

• 出動後のクールダウン
• 訓練の合間の休息
• 自然なコミュニケーション
• 心理的安全性を高める “くつろぎ” の場

• 報告書作成、事案検証などの個別作業
• 隊長の判断作業
• 静かに集中したい時の逃げ場
• 乗り換え運用・隊編成にも対応した 1人ブース

• 2～4 人：小隊ミーティング、軽作業
• 5～15 人：当直ミーティング、中隊共有
• 15 人以上：講習、訓練説明、多目的利用

 隊員が安心して戻ってこられる場所をつくる  誰もが “集中できる場所” を選べる 隊の人数変動に柔軟に対応し、協働の質を高める

リラックス Relax
やすらぎ

フォーカス Focus
集中

プロダクティビティー Productivity
生産性

 現場部門（消防署）
訓練、点検、出場、待機など、業務内容が時間帯や
状況により大きく変動

管理・支援部門（消防本部）
制度整備、予防行政、企画調整、指令業務など、
継続的で安定した事務が中心 

宿営地

非常用発電

柔軟な出動動線

３日分の燃料を備蓄

屋外訓練場を宿営地として活
用。応援に対して受け入れ可
能なスペースを確保。

ヘリポート
災害時に防災ヘリ及び、ドク
ターヘリが離着陸できるヘリ
ポート

汚水貯留槽

庁舎

西

東
北

南

車庫

訓練塔

地下水道本管寸断時に庁内
汚水を一時貯留

道路に対して２面の乗
り入れ口を設け、あら
ゆる出動の可能性に臨
機応変に対応

屋外空間の確保
庁舎・訓練塔・車庫・倉
庫をまとめて計画
まとまった屋外空間を最
大限確保できる計画

ピロティ
雨をしのげる資材置き場に
有効利用

鳥観図



□自然エネルギー・再生可能エネルギーの有効活用
• 自然採光や自然通風、太陽光発電などの自然エネルギー・再生可能エネルギーを積極的に活用し、省エネルギー化に
努め、環境負荷低減、地球環境に配慮した庁舎とします。

• 重要な設備機器は屋上に設置し、水害による機器損傷を防ぎます。
• 建設に伴う初期費用と光熱費を含む維持管理経費等のバランスを考慮し、長期的な視点でのコスト削減ができる計画
とします。

• 高効率・高性能機器の導入により、環境負荷の低減を図りながら室内環境の快適性を向上させ、過ごしやすい庁舎の
実現を目指します。

• 降雪環境下でも確実な出動を可能とするため、出動エリアのロードヒーティングの設置も検討していきます。

環境・設備計画 事業スケジュール

概算事業費

車庫 訓練スペース

活動スペース

訓練ステージ
機械置場

待機室仮眠室

出動準備室電気室
ポンプ室 通信指令

仮眠室 サーバー室

ペント
ハウス

北 南

受水槽 汚水貯留槽

西 東

ピロティ

倉庫 消防本部 通信指令

更衣室調理室

資機材庫

消防団倉庫 書庫 ｼｬﾜｰ WC消防団
会議室

収納

ペントハウス

風除室 ホール

雨水貯留槽

講堂WC

西 東

ピロティ

倉庫 消防本部 通信指令

更衣室調理室

資機材庫

消防団倉庫 書庫 ｼｬﾜｰ WC消防団
会議室

収納

ペントハウス

風除室 ホール

雨水貯留槽

講堂WC

西 東

ピロティ

倉庫 消防本部 通信指令

更衣室調理室

資機材庫

消防団倉庫 書庫 ｼｬﾜｰ WC消防団
会議室

収納

ペントハウス

風除室 ホール

雨水貯留槽

講堂WC

西 東

ピロティ

倉庫 消防本部 通信指令

更衣室調理室

資機材庫

消防団倉庫 書庫 ｼｬﾜｰ WC消防団
会議室

収納

ペントハウス

風除室 ホール

雨水貯留槽

講堂WC

西 東

ピロティ

倉庫 消防本部 通信指令

更衣室調理室

資機材庫

消防団倉庫 書庫 ｼｬﾜｰ WC消防団
会議室

収納

ペントハウス

風除室 ホール

雨水貯留槽

講堂WC

西 東

ピロティ

倉庫 消防本部 通信指令

更衣室調理室

資機材庫

消防団倉庫 書庫 ｼｬﾜｰ WC消防団
会議室

収納

ペントハウス

風除室 ホール

雨水貯留槽

講堂WC

西 東

ピロティ

倉庫 消防本部 通信指令

更衣室調理室

資機材庫

消防団倉庫 書庫 ｼｬﾜｰ WC消防団
会議室

収納

ペントハウス

風除室 ホール

雨水貯留槽

講堂WC
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供用開始

造成工事

約 12ヵ月

約 24ヵ月

外構工事

旧庁舎解体
仮眠室は 24時間使えるように家
庭用エアコンで節電

個別空調

非常用発電機
高効率熱源

全館 LED照明

雨水貯留槽

下水道寸断時に使用最大３日分の汚水を貯留可能
汚水貯留槽

３日分の水を備蓄できる受水槽
受水槽

断熱サッシ、Low-E ガラスなど断熱
性能の良い建材を選定
空調負荷を効果的に抑制

高断熱ガラス

災害時にも多目的に
利用可能

１階軒下空間

屋外機置場や清掃メン
テナンスに活用

点検用バルコニー
レイアウト変更やフレキシブル
な空間活用が可能

訓練用水利へ雨水の
活用を検討

OAフロア
自然エネルギーの有
効活用として、太陽
光発電設備を検討

太陽光発電

確実な出動を可能とするため、
ロードヒーティングの設置も検討

融雪

日中の自然光を取り込み、明るい区
執務空間を確保

自然採光を取り入れる開口部

訓練塔庁舎

Ａ断面図

Ｂ断面図


